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主催：独立行政法人国際交流基金共催：モンゴル日本語教師会モンゴル•日本人材開発センター

1 6 年回日本語教育シンポジウム

モンゴルにあ%^る日本語教育に示唆するもの 

〜知照研究を通して〜

プログラム

司会：E •パトジャルガル（モンゴル国立大学）

会場：モンゴル•日本人材開発センター1階多目的室

【第1日目】 3月1 1日（金）
13 : 30 受付

1 4 : 0 0  開 会 の 辞 ：T . ム ン フ ツ エ ツ エ グ （モ ン ゴ ル 国 立 大 学 ）

14 : 05 主 催 者 挨 拶 ：齊 藤 智 子 （独 立 行 政 法 人 国 際 交 流 基 金 日 本 語 専 門 家 ）

14 : 15 来 賓 挨 拶 ：菊 池 稔 （在 モ ン ゴ ル 日 本 国 大 使 館 臨 時 代 理 大 使 ）

14 : 30 基 調 講 演 ① 「集 団 の 対 照 か ら 個 人 の 対 照 - ^ 一 個 人 が 持 つ 価 値 観 の 多 様 性 に 着 目 す る 意 義 」

宇 佐 美 洋 （東 京 大 学 准 教 授 大 学 院 総 合 文 化 研 究 科 • 教 養 学 部 言 語 情 報 科 学 専 攻 ）

15 : 30 休憩

16 : 00 基 調 講 演 ② 「集 団 の 対 照 か ら 個 人 の 対 照 へ 一 個 人 が 持 つ 価 値 観 の 多 様 性 に 着 目 す る 意 義 」

宇 佐 美 洋 （東 京 大 学 准 教 授 大 学 院 総 合 文 化 研 究 科 • 教 養 学 部 言 語 情 報 科 学 専 攻 ）

16 : 50 質疑応答

17 : 30 第 1 日 目 終 了 集 合 写 真

18 : 30 懇親会

私

【第2 日目】 3月1 2日（土）
9 ： 30 受付

10 : 00 発 表 ① 「モ ン ゴ ル 語 日 本 語 色 彩 表 現 比 較 」

S . ドルゴル、T s .デルゲレフツエツエグ、P .エンフジャルガルモンゴル国立大学  

発 表 ② 「モンゴル人日本語学習者の誤用と母語の影響」

N .バ ヤ ル マ ー モ ン ゴ ル 国立教育大学

発 表 ③ 「授 業 開 始 前 後 の 受 講 生 の 意 識 変 更 一 文 化 体 験 を 取 り 込 ん だ 日 本 語 授 業 を 事 例 に 一 」 

T s .オノン、E .エ ル デ ネ ツ エ ツ エ グ モ ン ゴ ル 国 立 大 学  

12 : 00 休 憩 、昼食

14 : 00 発 表 ④ 「外 国 語 教 育 に お け る 翻 訳 一 T I L Tの 意 義 と 役 割 に つ い て 一 」

A .デ ル ゲ ル マ ー モ ン ゴ ル 高 専

発 表 ⑤ 「仏 典 翻 訳 一 法 華 経 の 翻 訳 を 事 例 に 一 」 T . ボ ル ド バ ー ト ル モ ン コ 'ル 国 立 大 学  

発 表 ⑥ 「モ ン ゴ ル 国 立 科 学 技 術 大 学 に お け る 日 本 語 教 育 」

D . ウンダ ル マー、S . オユンデ ル ゲ ル モ ン ゴ ル 国立科学技術大学

16 : 00 休憩

16 : 20 発 表 ⑦ 「モ ン ゴ ル 人 学 習 者 の 言 語 学 習 ビ リ ー フ か ら 自 律 学 習 を 支 援 す る 方 法 を 探 っ た 実 践 例 」

八 尾 由 希 子 モ ン ゴ ル 日 本 人 材 開 発 セ ン タ ー  

発 表 ⑧ 「モ ン ゴ ル に お け る 社 会 主 義 時 代 の 教 育 と 民 主 主 義 移 行 の 教 育 に 関 す る 対 象 研 究 」

L . ア リ ウ ン ジ ャ ル ガ ル モ ン ゴ ル 国 立 教育大学

17 : 50 質疑応答  司 会 ：中 西 令 子 （モ ン ゲ ニ 学 校 ）

18 : 30 閉 会 の 辞 T s . プ レ ブ ス レ ン （モ ン ゴ ル 0 本 語 教 師 会 副 会 長 人 文 大 学 ）


